平成２０年度大学発ベンチャー創出推進申請書(要約版)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成２００８年　月　日

	研究開発課題名
	
	開発期間
	
	開発代表者
	
	起業家
	
	側面支援機関
	

	
	
	
	
	所属機関
	
	所属機関
	
	
	


１．研究開発の背景と目的

　本申請が提案された背景と目的を記載してください。
２．研究開発のポイント

(1)技術目標(研究開発期間中に解決すべき課題と確立する目標値）

研究開発期間中に解決すべき課題と確立する目標値を記載してください。
 (2)技術の新規性

提案する技術の新規性を記載してください。
(3)技術の優位性

他の技術に比べて、提案する技術がどのような優位性を持っているか、定量的に記載してください。
(4)技術の応用展開性
核となる技術の応用展開・転用の可能性がある場合は記載してください。
(5)主な原権利

	項番
	特許等の名称
	特許等の番号
	発明者
	出願人
	特許等の内容

	①
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	


※将来設立されるベンチャーの事業において、関連する原権利（特許等）を記載してください。

※複数の場合は枠を複写してください。

３．事業構想

（製品・サービスの内容／ターゲット市場)
提案する技術を利用した製品・サービスの内容とターゲット市場を記載してください。

４．事業環境分析

(1)技術動向

現時点における、提案する技術の技術動向を記載してください。
(2)市場動向

提案する技術を利用した製品の市場動向を記載してください。
(3)他社製品との競合関係と開発予定製品の優位性

提案する技術を利用した製品の競合関係および優位性を記載してください。
５．主な技術課題の解決策とその目標達成時期
2(1)の項目の課題に対応させ、解決策とその時期を箇条書きにしてください。
６．開発予定期間中の経費投入計画 

	年度
	平成２０年度
	平成２１年度
	平成２２年度
	総額

	申請経費（千円）
	
	
	
	


直接経費のみを記載してください。（間接経費は含めないでください）
平成２０年度　大学発ベンチャー創出推進　応募申請書
平成２０年　　月　　日作成
	研究開発課題名
	

	分野
	（主分野）　
	（副分野）

	キーワード
	

	研究開発期間
	　　　　　　年
	起業化時期（予定）
	年　　月頃

	期間中の申請額
	H20年度
	H21年度
	H22年度
	合計（千円）

	研究開発費
	
	
	
	

	側面支援経費
	
	
	
	

	計（千円）
	
	
	
	


申請者
	開発代表者
	氏名
	
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	EMAIL
	

	起業家
	氏名
	
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	EMAIL
	

	側面支援機関
（担当者）
	氏名
	
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	EMAIL
	


	開発代表者の
所属機関（責任者）
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	EMAIL
	

	側面支援機関
（機関代表者）
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	フリガナ
	

	
	所属機関／部署／職名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	999-999-9999
	FAX
	999-999-9999
	EMAIL
	


過去の応募実績（年度及び課題の名称）
	過去に本事業に応募された開発代表者・起業家の方は採択結果とともに、応募年度、課題名ご記入ください。
初めての応募する場合は、「なし」とご記入ください。


ガイドライン報告書の提出日について
	研究機関番号：

提出日：平成○年○月○日

平成20年4月から現在までの間に、開発代表者の所属機関から文部科学省科学技術・学術政策局調査調整課競争的資金調整室に、実施報告書を提出している場合は、提出日と研究機関番号をご記入ください。
まだ提出していない場合は、「なし」とご記入ください。


本申請の際の情報源　

	今回の申請に関し、どのような手段で本公募の情報を入手されたかについて該当する項目の□内にレ点を記入してください。今後の事業運営の参考とさせていただきます。
以下の中からお選びください（複数選択可）。

	□　ＪＳＴのホームページ

□　ダイレクトメール

□　ＪＳＴのＨＰにリンクするメール広告

□　公募説明会

□　インターネットのバナー広告

□　ＪＳＴのパンフレット（パンフレット名：　　　　　　　　　　　　　　）

□　技術フェアやシンポジウム等のブースから

□　所属機関からの回覧等

□　知人等からの紹介

□　新聞、雑誌の記事（雑誌名：　　　　　　　　　　　　　　）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご協力ありがとうございました。


研究開発計画書（一次選抜：書面審査用補足資料）
· 様式２は要約の補足資料です。下記の項目について、より詳しい情報を記載してください。
· 様式２は最大３ページまでにまとめてください。
1. 研究開発の背景と目的

　本申請が提案された背景と目的を記載してください。
2. 研究開発のポイント
（1） 技術目標

研究開発期間中に確立する課題と目標値を記載してください。

（2） 技術の新規性

提案する技術の新規性を記載してください。
（3） 技術の優位性

他の技術に比べて、提案する技術がどのような優位性を持っているか、定量的に記載してください。
（４）技術の応用展開性

提案する技術が核となり、応用展開・転用の可能性がある場合は、記載してください。

3. 事業環境分析
（1） 技術動向

現時点における、提案する技術の技術動向を記載してください。

（2） 市場動向

提案する技術を利用した製品の市場動向を記載してください。

（3） 他社製品との競合関係と開発予定製品の優位性

提案する技術を利用した製品の競合関係および優位性を記載してください。

4. 主な技術課題の解決策と目標達成時期
要約２（１）に対応し、項目毎に解決策とその目標時期を記載してください
開発代表者が受けている他制度からの助成金等（申請中を含む）

	課題名
	金額（千円）
	支援期間
	助成機関名及び制度

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


· 応募課題の研究期間と他制度からの助成期間が重なるものを、応募中も含めて記入してください。
· 複数の場合は枠を複写してください。
開発代表者および起業家の起業およびビジネスプランコンテスト実績の有無
	開発代表者および起業家が起業に関わった経験がある場合、会社概要（企業名、設立年度、事業内容）をご記入ください。
また、ビジネスプランコンテスト等で入賞等の実績がある場合は、ご記入下さい。
それらの経験が無い場合は、「なし」とご記入ください。


倫理面への配慮
	配慮が不要なときは、その旨を記載してください。


専門用語の説明
	用語
	説明

	
	本様式は、必要に応じて記入してください。






























開発代表者の氏名を記入してください。





直接経費のみを記入してください。（間接経費は含めないでください）





巻末のコード表、キーワード表から最も近いものを記入してください。








